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四郷小 学校だより 
 

 市内小学校において、インフルエンザによる学級閉鎖報告がありました。風邪予防と同様、手洗

いうがいの励行、そして、寒い日は手袋着用をぜひお願いします。 

各学年の大事にしている取り組み② 

 ６年生全員が、１１月１５日（金）午後、三泗音楽会に出場しま

した。曲名「かけがえのないこと」、素晴らしかったです。当日の

お弁当等の準備、そして文化会館での参観ありがとうございました。 

 修学旅行が終わり、約３週間の練習を振り返ってみます。音楽専

科の砂川先生は、６年生のやる気と自信を、音楽室でのクラス練習

から体育館での学年練習、全校集会発表、授業参観リハーサル、そ

して当日発表には最高潮にまでアップさせることに一番力を注いだとのことでした。校長の私は、

練習日程表を見て、練習の様子をしばしば参観し、時には６年生や

砂川先生・担任に励ましのメッセージを伝えました。担任から練習

の様子を詳しく聞くと、一歩前進して二歩後退の日々もありました。

ある日のこと、砂川先生や吉村先生が出張の際、長井先生一人が全

体歌唱指導をされていました。またある日のこと、砂川先生が全員

合唱の練習の際、吉村先生が自ら伴奏に加わったこと。音楽会前日、

１年生から励ましのメッセージのプレゼントがあったこと。昨年度

音楽専科の橋本先生からのアドバイスのお手紙。そして当日朝、砂川先

生からの黒板メッセージ…。６年生は「愛されている」の一言です。 

＜１年生からの応援メッセージ≫ 

・まねをしたいくらいのこえですが、そのこえは高すぎてまねできないこえだった

ので、そのこえをおきゃくさんにつたえてください。 

・今まであそんでくれてありがとう。またあそんでくれる？しゅうかいのときにすてき

なうたをきかせてくれてありがとう。本ばんもがんばってね。みんなすてきだっ

たよ。本ばんには行けないけれど、ずっと見まもっています。 

＜橋本先生からのアドバイス（抜粋）≫ 

・何のために歌うのか？「歌う」の語源⇒「訴う」⇒合唱で聴いている人に想いを伝えるため。「きれい」「がんば

っている」だけでは△。すうーっと心に入ってくる合唱に。かけがえのない人に届くように歌ってみてください。 

砂川先生にすべてを捧げ、がんばれ！ちなみに舞台は暑くてまぶしくて足ガクガクだよ～。 

＜砂川先生から当日朝の黒板メッセージ≫ 

・いよいよ音楽会本番の日を迎えましたね！体調はどうですか？よく眠れ 

ましたか？みなさんと毎日練習してきた日々は、先生にとってかけがえの 

ない日々になりました。がんばってきてよかった…。心からそう思います。す 

てきな歌声を聴かせてくれてありがとう！どうか自信を持って、音楽を楽し 

みましょう。文化会館で待ってます。ちなみに、ステージから見えるお客さ 

んは、みんなカエル（ドラえもん）だと思いましょう！ 

 

本番が近づくにつれ、「ひとつになってきた感」が歌う表情から読み取れるとともに、全身を使

って自信たっぷりに歌う児童が増えました。残されたあと約４か月、職員一同、かけがえのない小

学校生活を送ってほしいと思います。 


